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Linked Web NDL Authorities と GeoNames.jp―典拠データの利活用事例紹介 

 

【はじめに】                                                    

国立国会図書館では、作成・維持管理している典拠データを Web NDL Authorities（国立国会図書館典拠デー

タ検索・提供サービス）で公開・提供しています[1]。ウェブでの利用可能性を考慮し、コンピュータが理解し

て処理できる形、つまり、ウェブでつなげることができる Linked Data として提供しています[2]。 

このたび、当館の典拠データの利活用について、ICTコンサルティング等の事業を行うインディゴ株式会社の

松澤有三さんにお話を伺いました。松澤さんは、Web NDL Authoritiesの典拠データに Wikipedia、DBpediaの

データをリンクし、人物の情報や人脈（人物間の関係）を視覚的に表現する「Linked Web NDL Authorities」を

公開しています。また、Web NDL Authoritiesと、Linked Open Dataのための地理空間情報の基盤となる

「GeoNames.jp」のリンクセットも公開しています。これは、それぞれに含まれる同一地名の URIをつないだも

のです。これら二つの事例について、ご紹介いただきました。 

 

1. Linked Web NDL Authoritiesについて                                

Linked Web NDL Authorities の概要について教えてください。 

2015年 11月に開催された「国立国会図書館のデータを使い尽くそうハッカソン」[3]に参加したことがきっ

かけで作ったアプリケーションです（図 1参照）。 

Web NDL Authorities で提供されている人物の典拠データについて、人物の説明を表示したり、関係のある人

物へのリンクを表示したりできたらもっと使いやすくなるのではないかというアイディアが発端でした。 

 

実現にあたって二つのリンクセットとそれを用いたアプリケーションを用意しました。 

1. Web NDL Authorities と DBpedia Japanese[4]の同一人物をつなげたリンクセット（後述）。 

2. Web NDL Authorities の人物間の「知人」関係をまとめたリンクセット。Wikipedia日本語版のページ間の

リンク関係を「知人」関係とみなして作成したものです。 

3. Web NDL Authorities のページを模したデモアプリケーション。上記 1、2のリンクセットのデータをもと

に、Web NDL Authorities から取得した標目、生年、没年等の基本情報、DBpedia Japanese から取得した人

物の説明、「知人」関係のリンク（図 1の赤枠参照）が一つのページに表示されます。 

 

-1- 

http://id.ndl.go.jp/auth/ndla
http://id.ndl.go.jp/auth/ndla
http://www.indigo.co.jp/
http://indigo-lab.github.io/ndlna/?00054222
http://geonames.jp/
https://github.com/indigo-lab/geonamesjp_vs_ndlna
http://ja.dbpedia.org/
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図 1 Linked Web NDL Authorities画面例（抜粋） 

 

「1．Web NDL Authorities と DBpedia Japaneseの同一人物をつなげたリンクセット」は、どのように作成して

いるのでしょうか？ 

当初は Web NDL Authoritiesと DBpedia Japaneseのそれぞれの SPARQL Endpoint[5]から人物の名前・生没年

を取得して完全一致するものだけを抽出していたのですが、表記の揺らぎや生没年の不備などが原因で漏れてし

まう人物が多いのが悩みでした。 

その後、バーチャル国際典拠ファイル（Virtual International Authority File; VIAF）で、VIAFに提供さ

れている各機関の典拠データの識別子の対応関係が整備されたデータセットが公開されており、VIAF URIと

Wikipedia URI、VIAF URIと NDL ID[6]の関係もそれぞれ整備されていることを知りました。現在は Web NDL 

Authorities の SPARQL Endpointから取得した人物の NDL IDのリストをソースとして、VIAF のデータセット内

の NDL ID→VIAF URI→Wikipedia URI の対応関係をたどることでリンクセットを作成しています。 

 

Web NDL Authorities の典拠データをどのように利用しているか教えてください。 

リンクセットやアプリケーションの作成過程で、Web NDL Authoritiesの SPARQL Endpointを利用し、以下の

ような典拠データを取得しています。 

 

1. Web NDL Authorities の典拠データにおける人物（個人名典拠）の一覧。上述のとおり、この中の NDL ID

を一次データとして利用し、VIAF URIを介した Wikipedia URI とのリンクセットを作成しています。 

2. 特定の人物の情報一式。ウェブブラウザ上で Linked Web NDL Authoritiesの HTML 画面（図 1参照）を生成

するのに利用しています。 

知人 

人物の説明 
(DBpedia Japaneseから取得) 

(Wikipedia日本語版から取得) 
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http://viaf.org/
http://viaf.org/viaf/data/
http://id.ndl.go.jp/auth/ndla/?query=
http://id.ndl.go.jp/auth/ndla/?query=
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Linked Web NDL Authorities の利活用について、どのようなものを期待されていますか？ 

Web NDL Authorities では地名や出来事など多様な典拠データが整備されていますが、Linked Web NDL 

Authoritiesで扱っているのは今のところ人物だけです。 

地名と人物、人物と出来事、といったようにリンクを増やしていくことで、典拠データがもっと使いやすくな

るのではないかと思っています。 

 

2. Web NDL Authorities と GeoNames.jpのリンクセットについて                    

まずは、GeoNames.jp の概要について教えてください。 

GeoNames.jpは、日本の都道府県から郡、市区町村、町名・字・丁目にいたる地名を対象として、それぞれの

地名に URIを付与した、地名の URI基盤です（図 2参照）。 

 

 

図 2 GeoNames.jpの画面例 

 

「http://geonames.jp/resource/」の後に都道府県から始まる地名を記述することで、URIとして使用できると

いう特徴があります。たとえば、国立国会図書館のある千代田区永田町 1丁目は「http://geonames.jp/resource/

東京都千代田区永田町一丁目」という URIで表現され、人が閲覧できる HTMLページと機械処理用のメタデータを

それぞれ提供しています。 

 

Linked Open Dataはその名のとおりデータとデータのリンクを重視していますが、特に地名はさまざまなデー

タからリンクしやすいものと考えられています。世界的には、GeoNames.org というサービスが地名の URI基盤と

して有名ですが、日本語の誤りや、日本の小地域地名の網羅性が低いことなどから、国内ではなかなか活用が進

まない状況でした。一方、日本の地名に特化した GeoNames.jp はこのような課題を解決し、地名とさまざまなデ

ータをつながりやすくすることを目的としています。 

-3- 

http://geonames.jp/
http://geonames.jp/resource/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%8D%83%E4%BB%A3%E7%94%B0%E5%8C%BA%E6%B0%B8%E7%94%B0%E7%94%BA%E4%B8%80%E4%B8%81%E7%9B%AE
http://geonames.jp/resource/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%8D%83%E4%BB%A3%E7%94%B0%E5%8C%BA%E6%B0%B8%E7%94%B0%E7%94%BA%E4%B8%80%E4%B8%81%E7%9B%AE
http://www.geonames.org/
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Web NDL Authorities と GeoNames.jpのリンクセットは、どのような点が期待できますか？ 

GeoNames.jpでは、Web NDL Authoritiesだけでなく、GeoNames.orgや DBpedia Japanese、統計 LOD[7]など

外部のデータセットに対して、同一地名をリンクしたリンクセットも公開しています。 

これらのリンクセットは単体でそのまま役に立つようなものではないのですが、たとえば「東京都の○○年時

点の人口を知りたい」といった場合に、Web NDL Authorities の地名典拠「東京都」の ID をソースとして、

GeoNames.jpの地名の ID→統計 LODの地名（都道府県、市区町村別）の ID→その地名に関する統計データ、とい

ったように機械的にリンクをたどることができます。Web NDL Authoritiesとのリンクセットは、こうした必要

なデータにアクセスできるようにするための基盤の一部となることが期待できます。 

 

GeoNames.jp自体については、どのような利活用が期待できるでしょうか？ 

場所に関連する情報であればなんでもつなげられる、というのが GeoNames.jp の強みです。なかでも、統計分

野や地理情報分野ではさまざまな機関から膨大なデータが提供されているので、このようなデータを相互につな

ぐためのハブとして GeoNames.jp が活用できたらいいですね。 

また、特にアーカイブの分野では、過去に存在した地名をどうやって保存していくかが課題です。現在の

GeoNames.jpでも、過去に存在した自治体名などは提供しているのですが、さらに粒度の細かい、消えてしまった

町名なども収録していきたいです。 

 

3.  Web NDL Authorities を利用して                                  

Web NDL Authorities のデータの特徴や強みは、どのような点にあると思われましたか？ 

技術的な話になってしまうのですが、データ構造の設計・配信ともに、ウェブの標準に忠実でとてもよいと感

じています。データ構造に関しては、FOAF（Friend of a Friend）や SKOS（Simple Knowledge Organization System）

といったよく使われる語彙を中心に設計されており、理解が容易でした。データも SPARQL Endpointと個別の典

拠データの URIを通じて取得することができ、用途に合わせて選択することができました。 

 

最後に、Web NDL Authoritiesについて、何か利活用のヒントがあればお聞かせください。 

Web NDL Authorities は、GeoNames.jpと同様にデータを持続的にリンクするための情報インフラとして重要

だと考えています。派手で即効性のある応用というのはなかなか難しいかもしれませんが、持続的にデータをつ

なげていければいいなと考えています。 

 

【おわりに】                                             

「データをリンクすると何ができるようになるのか？」という問いは、Linked Dataを作成・提供する側、利

用する側のそれぞれの立場で考えていく必要があります。松澤さんによると、Linked Web NDL Authorities

は、その答えの一つであり、今後もこのテーマを継続的に考えていきたいとのことでした。 

当館も、この問いに対する答えを探しながら、典拠データを Linked Dataとして持続的に提供していく必要が

あります。その際、持続できるだけでなく信頼のおけるデータであることは、新たなサービスやアプリケーショ

ンの基盤となる上で、非常に重要だと考えています。そこで、実際に当館の典拠データを使って作成された

GeoNames.jpとのリンクセットや、Linked Dataの効用が視覚化されている Linked Web NDL Authoritiesは、た

いへん参考になりました。 

もし「こんな使い方をしてみたよ」という事例がありましたら、ぜひ当館（bib-news     ）までお知ら

-4- 

https://github.com/indigo-lab/geonamesjp_vs_ndlna
https://data.e-stat.go.jp/lodw/
http://id.ndl.go.jp/auth/ndlna/00280764
http://www.foaf-project.org/
http://www.w3.org/TR/skos-reference/
http://www.w3.org/TR/skos-reference/
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せください。今後も Web NDL Authoritiesの利活用可能性を探り、よりよいサービスを提供できるよう努めたい

と思います。 

 

協力：松澤有三さん 

（まつざわ ゆうぞう インディゴ株式会社） 

聞き手・構成：NDL書誌情報ニュースレター編集委員会 

 

[1] Web NDL Authoritiesの概要については、以下のページをご覧ください。 

Web NDL Authorities について 

http://id.ndl.go.jp/information/about/, (参照 2017-03-29). 

[2] 本誌 2015年 1号（通号 32号）に、Web NDL Authoritiesが提供している典拠データについて、Linked 

Dataの観点からご紹介したコラムが掲載されています。 

柴田洋子. コラム：書誌データ利活用（6）―Web NDL Authorities解読講座 その 1―ウェブでつながる典拠デ

ータ. 

http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_9103524_po_2015_1.pdf?contentNo=1#page=15, (参照 2017-04-

04). 

[3] 地域や企業、学術の各分野を越えたさまざまなオープンデータをつなげて新たなアイディアやアプリケーシ

ョン等を創出するイベントである「LODチャレンジ 2015」および「アーバンデータチャレンジ 2015」の開催に

合わせて、NDLが提供するデータを活用してツールやアプリケーションを作るハッカソンを実施しました。以下

のページに、当日開発した試作品の概要等を紹介しています。 

https://lab.ndl.go.jp/cms/?q=hack2015, (参照 2017-03-29).  

[4] DBpediaは Wikipediaから情報を抽出し、Linked Open Dataとして公開するプロジェクトです。DBpedia 

Japaneseは、Wikipedia日本語版を対象にしています。 

[5] SPARQLは、"SPARQL Protocol and RDF Query Language"の略で、Linked Open Dataに適した形に構造化さ

れたデータの検索や操作を行うためのコンピュータ言語です。SPARQL Endpointは、あるコンピュータやデータ

ベースに対するデータの検索や更新等の要求（クエリ）を受け付ける場所です。Web NDL Authoritiesの SPARQL 

Endpointは、http://id.ndl.go.jp/auth/ndlaです。 

Web NDL Authorities における SPARQLの利用については、本誌 2015年 2号（通号 33号）のコラムもご覧くだ

さい。 

洋子. コラム：書誌データ利活用（7）―Web NDL Authorities解読講座 その 2―いろいろ探せる SPARQL（スパ

ークル）. 

http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_9394077_po_2015_2.pdf?contentNo=1#page=8, (参照 2017-04-

04). 

[6] 本稿では、Web NDL Authoritiesの典拠データに付与されている固有の識別子（ID）または URIを意味しま

す。 

[7] 統計 LODは、総務省統計局が所管する国勢調査や経済センサス等の 7種類の統計のうち、一部の統計データ

について Linked Open Data化したもので、政府統計の総合窓口（e-Stat）で提供されています。 

e-Stat 統計 LOD. 

http://data.e-stat.go.jp/lodw/, (参照 2017-04-04).  
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http://id.ndl.go.jp/information/about/
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_9103524_po_2015_1.pdf?contentNo=1#page=15
http://lodc.jp/2015/concrete5/
http://urbandata-challenge.jp/2015/2015-archives
https://lab.ndl.go.jp/cms/?q=hack2015
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_9394077_po_2015_2.pdf?contentNo=1#page=8
http://data.e-stat.go.jp/lodw/
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NDC10（テン）やワン！や 

 

こんにちワン！カーネです。最近は時々、国立国会図書館（NDL）の月報に出張しているので、ごぶさたしてい

ました。 

千鳥ヶ淵の桜を見ながら夜のお散歩をしていたら、聞き覚えのある声でにぎやかなおしゃべりが聞こえてきた

ので、のぞいてみたよ。あれは、NDLで書誌データを作っている人たちだ…。 

 

 

 

 

 

（以下「カーネ」はカーネ、その他は NDL の職員（仮名）のセリフです） 

 

NDL 全員：かんぱーい！（かちんかちん（グラスを合わせる音））（注：業務時間外です） 

 

きのこ：おつかれさまでしたー。 

よしお：いやー、長かったねぇ。 

カーネ：こんばんワン！ 

とりこ：あれ、カーネじゃない。こんばんワン、もとい、こんばんは。 

カーネ：長かったって、なあに？ぼくの胴のこと？ 

よしお：ちがうちがう、NDC10版検討班の仕事のことだよ。今日は打ち上げなんだ。 

あさひ：そういえばカーネ、月報 6月号で NDC10版のこと、先生に教わっていたよね。ちゃんと覚えてる？ 

カーネ：え、え、えーと。NDC10 版は、たしか『日本十進分類法』新訂 10版のことだったよね？合ってる？ 

（どきどき） 

とりこ：合ってるよ。よく覚えてたね。えらいえらい。 

カーネ：えっへん。それで、皆さんは NDL で NDC（うわ、ややこしいなあ）10 版のことを検討してきたんだね。

長かったって、どれくらい？ 

よしお：だいたい 2年間ってとこかな。 

カーネ：わー、そんなに？大変だったんだね。始めから詳しく聞かせてほしいな。 

くりす：いつからだったっけ？んー、ちょっと待って。NDC10 版が出版されたのが 2014年 12月で…。 

きのこ：NDC10版検討班を国内資料課で立ち上げたのが、平成 27年度の初めでした。それから約 2年間の検討を

経て、2017 年 4月に適用を開始したのです。 

カーネ：え、でも分類表が新しくなったら、それに切り替えればいいだけなんじゃないの？ 

 

NDL 全員：あまーい！！！ 

 

【分類基準をすみからすみまで見直して】                                            

よしお：いろいろ準備があったんだよ。いちばん大変だったのは、分類基準の見直し。 

-6- 

http://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/index.html
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10357817_po_geppo1706.pdf?contentNo=1#page=18
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カーネ：分類基準って？ 

とりこ：NDCの各分類項目に対して、NDL での運用をどうするか定めたもののことよ。NDCにはない言葉や概念

を、どう分類するかを決めたりね。 

くまみ：NDC9 版が出版された 1995 年からおよそ 20 年の間に、世の中が大きく変わったでしょ？たとえば、「イ

ンターネット」関連の本は、図書館にたくさんあるけど、NDC9 版には載っていないし。「ソーラーカー」

みたいに、20 年の間に大きく発展した技術についても NDC9 版にはないよね。そこで、NDC9 版の分類基

準では、NDC9 版の「547.483 データ通信網」に対して、「インターネット＜工学＞は，ここに収める」

とか、「537.25 電気自動車」に「ソーラーカーは，ここに収める」とか、決めてあったのよ。 

やのち：これまで NDLが作成・提供してきた書誌データとの整合性を考えると、NDC10版の適用後も分類基準は大

きく変えなくてよいのでは、という意見もあったんだ。でも、NDC10版の適用を機に、分類基準も全体的

に見直すことになったの。 

カーネ：見直しって、どんな風にしたの？ 

きのこ：まずは、これまでの分類基準を一覧表にして、検討メンバーで分担しました。割り当てられた基準を

NDC10版と照らし合わせて、継続する必要があるか考えました。NDC9 版ではその適用方法があいまいだ

ったために作られた分類基準の場合、NDC10版であいまいさがなくなっていることが確認できれば分類

基準として残しておく必要はありませんから。 

よしお：さっきの例で言えば「インターネット」（547.4833）は NDC10 版で新たに分類項目ができたし、「ソーラ

ーカー」（537.25）は NDC10版の相関索引[1]に載ったから、分類基準は削除したよ。 

カーネ：そうか、分類基準がなくてもよくなったんだね。でも、そんなふうにさくっと決められるものばっかり

だったの？ 

 

NDL 全員：そんなわけ、ないない。 

 

くまみ：割り当てられた人だけで決められないものは、意見を出し合って相談したんですよ。 

とりこ：たとえば、NDC10版では料理の分類を、「596.2 様式別による料理法，献立」「596.3 材料別による料理

法」「596.4 目的による料理」とかいろいろに分けているんだけど、和風ハンバーグ弁当は、和風だか

ら様式別にもあてはまるし、お肉で作る材料別にもなりそうだし、弁当だから目的にも当てはまるし。

こういう場合に、どの観点から分類するかを決めなくてはならなくて[2]。 

くりす：いろんな分野のことを理解する必要があったから、あれこれ知恵がついたよ。キク科にはタンポポやア

ザミも含めて約 2 万種の植物があることとか[3]、柑橘類の植物学的な分類に諸説あることとか[4]。う

ちの子が、「お母さん、なんでそんなこと知ってるの？」って。 

 

【補助表で悩みに悩み】                                        

やのち：標準的な分類ということでは、補助表の運用についてずいぶん悩んだよね。 

カーネ：補助表って？ 

きのこ：NDCの分類表にはあらかじめたくさんの分類項目が用意されているけど、それでは足りない場合には分

類をする人が補助表を使って補うことができるんです。たとえば、犬…。 

カーネ：ワン！ 
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きのこ：…の辞書があったとします。それが、ペットという観点で犬を扱っている辞書だとすると、犬の分類記

号（645.6）に事典を表す形式区分（-033）をつけて、645.6033となります。でも、NDLでは独自の運用

で、4桁以上の分類記号に形式区分を適用しないことにしていました。さっきの例で言うと、645.6033に

できるのだけど、NDL では 645.6 で止めていました。 

りょう：当初は、この独自ルールを撤廃して 4 桁以上でも形式区分を適用し、また形式区分の複合使用、つまり

2種類の形式区分の合わせ技で理論.哲学（-01）と歴史的・地理的論述（-02）を一つの分類記号に適用

する、といったことも、しようとしていたんだけど…。 

やのち：その場合には、2種類の形式区分をどのように複合使用するか、明確なルールを作る必要があって、そう

するとどうしても NDC にない NDL 独自のルールができてしまう。 

きのこ：標準的な分類を目指しながら独自のルールを作るというのは、矛盾していると考えました。 

あさひ：なかなか結論が出なくて、結局元のとおりに、4桁以上には形式区分を適用しない、原則形式区分の複合

使用はしない、とした結果…。 

くまみ：それまでに検討してきた部分の、再見直しが発生してしまって…。 

きのこ：見直しを終わらせて分類基準を公開し、そして適用を開始するという手順を考えると、判断はぎりぎり

のタイミングだったと思います。 

 

【なにが変わったかというと】                                              

カーネ：それで、NDC10版になって分類はどう変わったの？ 

くまみ：2類の歴史で、日本の地方について時代によって区分できるようになったのは、意義が大きいと思う

な。これまでは、日本の近世史（210.5）という分類はできても、千葉県の近世史の本は千葉県の歴史

（213.5）にとどまっていたから。 

あさひ：日本各地の歴史（211/219）に固有補助表が追加されて、原始時代（-02）、古代（-03）…というふうに時

代細分できるようになったのよね。たとえば、千葉県の近世史は 213.505。 

 図 1 NDC10版で時代区分した書誌データの例（千葉県の近世史なので「213.505」に） 
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よしお：たとえば、公共図書館だったら、その地域の本に限って時代区分をする、というように選択的に運用し

てもよさそうだね。そしたら、郷土資料をすべて一か所に寄せなければならなかったのを時代で細かく

分けられるようになって、郷土史に興味のある利用者にも探しやすくなるんじゃないかな。 

くりす：あと、個人的に印象が強いのは、団体が主題の本には常に団体を表す形式区分（-06）を使えるようにな

ったこと。これは NDC ではなく、NDLでの運用の変更点なんだけど。これまで、その会社が正式に編集し

た社史でなければ、ある会社についての本でも会社の分野と存在する地域で分類していました（図 3、図

4）。 

 

図 2 NDC9版で分類した書誌データの例（内容は近世史だが、時代区分していない） 

図 3 NDC9版で分類した書誌データの例（鉄道会社が編集した社史） 
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くりす：新しい分類基準では、どちらも同じ NDC分類になるのよ。「鉄道会社」について調べている利用者にとっ

ては、「鉄道」と会社がある「地域」ではなく、「鉄道」関係の「会社」であることの方が大事だと思って

いたから、変更できてよかった…。 

 

【ほかにもいろいろあったけど】                                          

カーネ：分類基準のほかには、なにを準備したの？ 

きのこ：NDLSH（国立国会図書館件名標目表）の普通件名の代表分類も、分類基準が変わったところや NDC10 版が

変わったところから、鋭意見直し中です。 

カーネ：フツーケンメーのダイヒョーブンルイ？？「件名」は月報の What's書誌調整ふたたび第 5回で教わった

けど、ダイヒョーブンルイって？ 

あさひ：そうねえ、たとえば「犬」…。 

カーネ：ワン！ 

あさひ：…とか「図書館」とか「歴史」とかの、固有名詞ではない物や概念などを表すのが、普通件名。そして、

その主題に対しておもに付与される分類記号を、あらかじめ割り当てておき、主題作業を効率的にでき

るようにしているのが、代表分類です。たとえば、カーネの「犬」…。 

カーネ：ワン！ 

とりこ：カーネ、もういいから。 

あさひ：えーっと、たとえば「犬」っていう件名があります。NDLC（国立国会図書館分類表）では、哺乳類（RA571）

や犬・猫（RB651）という項目名があって、また、NDCでは哺乳類（489）の下位のイヌ科（489.56）や家

畜．畜産動物．愛玩動物（645）の下位の犬（645.6）がある。犬について書かれていて、「犬」という件

名を付与される書誌データは、今挙げたような分類記号が付与されることが多いので、489.56 と 645.6

図 4 NDC9版で分類した書誌データの例（鉄道会社が編集した社史ではない） 
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を代表分類とするのね。当然、観点によって他の分類記号が適している場合もあるけど、まずは、この

代表分類を一つの手がかりにして分類を考えるの。 

きのこ：代表分類の NDCが 10版になって変わったところはないか、逐一チェックしています。その作業はまだ続

いていて、件名を書誌データに付与しようとして初めて代表分類も見直す、ということもあるから、し

ばらくかかりそうですね。 

やのち：それと、研修！2017 年の 1月からは、検討班メンバーが先生役になって研修を何回もしたよね。 

あさひ：30 人以上の職員ひとりひとりがしっかりと理解できるようにするため、研修の準備も大変だったなぁ。 

カーネ：30人も参加すると、なんだか学校の授業みたいだね。 

あさひ：毎日の作業を滞らせることなく新しいことを学ばないといけないので、研修ではおもな変更点を強調し

て伝えました。 

くまみ：みんな、新しい版でちゃんと分類できるか不安がっていたね。 

とりこ：やっぱり最初は作業量が落ち込んだけど、どうにか持ち直してきたし。 

くりす：これからも、みんなのスキルを高めるために、時々研修をしていかないとね。 

 

【お疲れさまでした】                                             

カーネ：2年間にわたる検討班の活動を終えて、どんな気持ちですか？ 

やのち：標準的な NDC を付与していくことで、全国の図書館や利用者にとってより役立つ書誌データとなり、ま

すますそれを利活用していただけるようになるとうれしいです。 

カーネ：一つの基準が新しくなると、こんなにたくさんの準備が必要だなんて、ぼく、知らなかったよ。2年とい

う月日が皆さんには、ぼくの胴みたいに長くも、ぼくの足みたいに短くも感じられたんじゃないかな。 

くりす：10版だけに、「テンやわんや」だったよぅ。 

カーネ：2年間、皆さんお疲れさまでした！ 

 

NDL 全員：お疲れさまでした！ 

 

よしお：あらためて、乾杯しようか。 

とりこ：カーネも飲む？ 

カーネ：ぼく、犬だから飲めません。 

 

こうして、打ち上げはまだまだ続くのでした…。 

 

（国内資料課 NDC10 版検討班） 

 

 

※お詫びと訂正 

本記事の事例を一部訂正いたしました。 

 

[1] 相関索引とは、分類項目名やその他の用語等を索引語として排列し、対応する分類記号を明示した一覧表で、

NDC10版の第 2分冊に収められています。 
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[2] 分類基準に、「目的による料理（596.4）は、様式と材料に優先して分類する」としました。「和風ハンバーグ

弁当」は、596.4 です。 

[3] NDC10版の「627 花卉園芸」の下位に、「627.5 宿根草．多年草」「627.55 菊」という項目があります。こ

の「菊」が、キク科の植物全体を指すのか、日本人が「菊」と聞いてイメージするいわゆる和菊を指すのか、NDC10

版の本表からは分かりません。調べてみるとキク科には約 2 万種の植物があり、中にはタンポポやアザミなど園

芸用ではない植物も多く含まれます。でも、花卉園芸の中の「菊」だから、きっとここにはタンポポやアザミを

入れずに、園芸種としての「菊」を入れるべきなのだろうと考えました。しかし「和菊」という品種があるわけで

はないので、言い回しに苦労しました（結局分類基準は「花卉園芸に用いる各種の宿根草・多年草のうち、キク

科全般は 627.5に、和菊は 627.55に」と決めました）。 

[4] NDC10版の「625.3柑橘類」の下位に、「625.32 みかん類」「625.35 きんかん類」「625.37 その他の柑橘

類：レモン，オレンジ」とあるのですが、「類」ってどこまでを想定しているのでしょう…ポンカンはミカン科だ

けど、ミカンに入れるのかその他に入れるのか悩んでいたら、無性にミカンが食べたくなりました（結局、分類

基準の「みかん類」にはウンシュウミカン種のみを収めることに決めました）。 
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コラム：書誌データ利活用（11）―利活用事例の紹介（浦安市立図書館） 

 

【はじめに】                                             

国立国会図書館では、作成した書誌データをより広く活用していただく取組みの検討に役立てるため、当館の

書誌データを利用している図書館の事例を調査しています。本誌 2016年 4号（通号 39号）のコラムに引き続き、

今回は、2016年 11月 15日に訪問した浦安市立図書館の利用事例についてご紹介します。 

 

1. 浦安市立図書館について                                           

浦安市立図書館は、中央図書館に加えて分館 7 館で構成され、市民に身近な図書館としてサービスを提供して

います。図書約 119 万冊、雑誌約 560 タイトルの充実した蔵書を有する大規模な公立図書館です。特に、選書業

務に力を入れています。正職員および有資格の非常勤職員のほぼ全員が各分野を分担し、原則として、現物を確

認してから購入の可否を決定しています。資料の購入にあたっては、地元の書店協同組合を活用しています。図

書館システムは京セラコミュニケーションシステム株式会社の ELCIELOを導入し、MARC はおもに株式会社日販図

書館サービスの NS-MARCを使用しているとのことでした[1]。 

 

2. 当館の書誌データの利用状況                                       

浦安市立図書館では、NS-MARCを補完する形で当館の書誌データを利用しています。たとえば、既存の書誌デー

タのうち出版年が古く書誌事項が簡素なものについて、当館の書誌データを活用して修正したり、寄贈により受

け入れた資料について、NS-MARC にデータがない場合の目録作成に利用したりしているということでした。作業手

順としては、NDL-OPAC で検索した該当資料の書誌データを MARC 形式のファイルでダウンロードし、自館のシス

テム（ELCIELO）に取り込んだ後、必要に応じて各データ項目を修正してから利用しているそうです[2]。 

新規に購入する資料については、選書に重点を置き、NS-MARCの利用により目録作成の効率化を図る業務フロー

が組み立てられています。一方、NS-MARC に収録されていない、出版年が古い資料や一般に流通しない資料の目録

作成については、当館の書誌データを利用することで、作業の負荷を軽減させていることがわかりました。また、

出版年が古い資料の書誌データの内容を、当館の書誌データにより補完し充実させていることもわかりました。 

 

【おわりに】                                             

調査にご協力いただいた浦安市立図書館の方々に心から感謝いたします。 

このコラムでは、今後も当館の書誌データの利用事例を調査し、紹介する予定です。当館の書誌データを業務

やサービスに活用している事例がありましたら、ぜひ収集・書誌調整課書誌サービス係<bib-dl     >まで

ご連絡ください。 

 

篠田 麻美 

（しのだ あさみ 収集・書誌調整課） 

 

[1] 株式会社日販図書館サービスは、2017年 3月 31日をもって事業を終了しました。浦安市立図書館では、

2017年 4月以降、NS-MARCの代わりに他の民間 MARCを利用しています。 

 

-13- 

http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10225466_po_2016_4.pdf?contentNo=1#page=21
http://library.city.urayasu.lg.jp/


NDL 書誌情報ニュースレター2017 年 2 号 (通号 41 号) 
 
 
[2] ELCIELOの最新バージョンでは、国立国会図書館サーチの APIに対応した機能が実装されているため、NDL-

OPACを利用せずに、当館の書誌データを直接取り込むことができます。 
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おしらせ：平成 29 年度全国書誌データ・レファレンス協同データベース利活用研修会を開催します 

 

平成 29年度全国書誌データ・レファレンス協同データベース利活用研修会を開催します。おもな対象は公共

図書館や学校図書館などの職員です[1]。 

この研修会では、全国書誌データの具体的な活用方法と、レファレンス協同データベース事業の概要や事業に

参加する利点を、まとめてご紹介します。また、受講者のみなさまには、全国書誌データを活用した文献リスト

の作成や、レファレンス協同データベースへのデータ登録を、実際に行っていただきます。 

 

＜研修会の概要＞ 

・日時および会場 

○東京本館会場 

日時：平成29年7月28日（金） 13時～17時（12時30分から受付開始） 

会場：国立国会図書館東京本館 新館3階大会議室 

申込締切：平成29年7月21日（金） 

○関西館会場 

日時：平成29年8月18日（金） 13時～17時（12時30分から受付開始） 

会場：国立国会図書館関西館 1階第1研修室 

申込締切：平成29年8月11日（金・祝） 

 

※定員は各回 30名。先着順に受付け、定員に達した時点で募集を終了します。 

 

・対象者 

全国書誌データの利活用またはレファレンス協同データベース事業への参加に関心がある公共図書館、学校図

書館等の職員をおもな対象とします。 

 

・内容詳細および申込方法 

次のレファレンス協同データベースのページをご覧ください。 

http://crd.ndl.go.jp/jp/library/guidance_04.html 

 

・申込みに関するお問い合わせ先 

国立国会図書館 関西館図書館協力課 協力ネットワーク係 

電話：0774-98-1475 FAX：0774-94-9117 

メールアドレス：info-crd 

 

また、8月 7日（月）、京都産業大学で開催される学校図書館夏期セミナーにおいて、当館が提供する書誌デ

ータの利活用についての発表を行う予定です。 

 

（収集・書誌調整課） 
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[1] 平成 28年度の研修会については、以下の記事をご覧ください。 

収集・書誌調整課．平成 28年度全国書誌データ・レファレンス協同データベース利活用研修会を開催しました. 

NDL 書誌情報ニュースレター. 2016年 3号（通号 38号）, 

http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10191252_po_2016_3.pdf?contentNo=1#page=8, (参照 2017-04-

20). 

平成 27年度の研修会の講義部分を遠隔研修として提供しています。ぜひご覧ください。 

・全国書誌データの利活用 

http://training.ndl.go.jp/course/under.html?id=50, (参照 2017-04-20). 

・レファレンス協同データベースの利活用 

http://training.ndl.go.jp/course/under.html?id=51, (参照 2017-04-20). 
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おしらせ：平成 28 年度書誌データ統計を掲載しました 

 
平成 28 年度書誌データ統計を、「統計からみた書誌データ（平成 28 年度以降）」のページに掲載しました。

内容は、資料種別ごとの書誌データ作成件数、雑誌記事索引データの作成件数、典拠データの提供件数、JAPAN/MARC

提供件数および分類別図書整理統計です。 

 

また、以下のページに書誌データ作成の所要日数なども掲載していますので、ご覧ください。 

 

 平成 28年度 サービス実績 

 

（収集・書誌調整課） 
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http://www.ndl.go.jp/jp/data/basic_policy/statistics/FY2016-.html
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/evaluation/h28_service.html
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掲載情報紹介 

 
2017年 3月 28日～2017年 6月 26日に、国立国会図書館ホームページに掲載した書誌情報に関するコンテンツ

をご紹介します。 

 

 

・「国立国会図書館書誌データ対応システム一覧」を更新しました。 

（掲載日：6月 8日） 

・「What's 書誌調整」のページを更新しました。 

（掲載日：6月 8日） 

・文字種の取扱い基準（2012 年 1月以降）に基づく対応を行った文字一覧を更新しました。 

（掲載日：6月 2日） 

・「JAPAN/MARC MARC21フォーマットマニュアル単行・逐次刊行資料編」を更新しました。 

（掲載日：6月 1日） 

・「統計からみた書誌データ（平成 28 年度以降）」を掲載しました。 

（掲載日：5月 24日） 

・「国立国会図書館典拠データ検索・提供サービス（Web NDL Authorities）」のページを更新しました。 

（掲載日：5月 18日） 

・「国立国会図書館書誌データ対応システム一覧」を更新しました。 

（掲載日：5月 9日） 

・英語版の「The Japanese National Bibliography (JNB)」を更新しました。 

（掲載日：5月 9日） 

・雑誌記事索引採録誌一覧を更新しました。 

（掲載日：5月 1日） 

・平成 28年度書誌調整連絡会議報告（概要）と過去の会議一覧を掲載しました。 

（掲載日：4月 27日） 

・国内発行オンラインジャーナルリストを更新しました。 

（掲載日：4月 21日） 

・日本十進分類法（NDC）新訂 10 版の適用に関する情報を更新しました。 

（掲載日：4月 3日） 

・これまで PDFファイルで提供してきた「国立国会図書館書誌データ対応システム一覧」について、ページを

新設しました。 

（掲載日：3月 31日） 

・国立国会図書館分類表（NDLC）を更新しました。 

（掲載日：3月 31日） 
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http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/system_list.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/basic_policy/article/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/jm/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/jm/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/basic_policy/statistics/FY2016-.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/ndla.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/system_list.html
http://www.ndl.go.jp/en/data/data_service/jnb/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/basic_policy/conference/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/issn/index.html#anchor12
http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html#ndc10
http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/system_list.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/data_service/jnb/system_list.html
http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/ndlc.html#news
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